
河村
尚子

プログラム

J.S. バッハ／ F. ブゾーニ
　シャコンヌ BWV����
岸野末利加
　単彩の庭 Ⅸ　( 河村尚子委嘱作品 )
プロコフィエフ
　ピアノ・ソナタ第 � 番「戦争ソナタ」 変ロ長調 Op.��
ショパン
 　即興曲第 � 番 変ト長調 Op.��
ショパン
　ピアノ・ソナタ 第 � 番 ロ短調 Op.��

※ 曲目・曲順は変更となる場合があります

● 白鷹町文化交流センター ☎ ����-��-����
● 白鷹町立図書館 ☎ ����-��-����
● 音楽 アズム館長井店  ☎ ����-��-����
● 八文字屋長井店  ☎ ����-��-����
● 富岡本店（山形市）  ☎ ���-���-����
● チケットぴあ  Ｐコード  ������

チケット 取 扱 い

入 場 料   

※あゆーむ年間パスポート提示で当日５００円返金
※全席自由  
※未就学児の入場はご遠慮ください

４,０００一　　   般
高校生以下 ２,０００

円     （ 当日４,５００円 ）

円  （ 当日２,５００円）

ピアノ・リサイタル

©Marco Borggreve〒９９２-０７７１  山形県西置賜郡白鷹町鮎貝７３３１番地
白鷹町文化交流センター
☎  ����-��-����

9.222024 日
15:00 開演（　　　  開場）14:30

デビュー20周年
特別プログラム
Hisako Kawamura
Piano Recital

主催・会場
問い合わせ



［  車  ］

（ 約50分 ） 
「四季の郷駅」 下車 

あゆーむ
（徒歩約4分）

［電車］ 山形鉄道フラワー長井線 
「赤湯駅」下り「荒砥」 行 乗車 

山形市より国道 348号線で約35分    
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［お問合せ］    0238-85-9071

©Marco Borggreve

ハノーファー国立音楽芸術大学在学中、ミュンヘン国際コンクール第 � 位、クララ・ハスキ

ル国際コンクール優勝。ドイツを拠点に、ウィーン響、バイエルン放送響などにソリストし

て迎えられ、室内楽でもカーネギーホールなどで演奏。日本では P. ヤルヴィ指揮 NHK 響な

ど国内主要オーケストラと共演を重ねる傍ら、ヤノフスキ指揮ベルリン放送響、ビエロフラー

ヴェク指揮チェコ・フィル等の日本ツアーに参加。文化庁芸術選奨文部科学大臣新人賞、新

日鉄音楽賞 、出光音楽賞、日本ショパン協会賞、井植文化賞、 ホテル・オークラ賞、���� 年

には第 �� 回ミュージック・ペンクラブ音楽賞独奏・独唱部門賞、第 �� 回 CD ショップ大賞

����・クラシック賞、第 �� 回サントリー音楽賞を受賞。主な CD に「ショパン：ピアノ・ソ

ナタ第 � 番 & シューマン : フモレスケ」「ラフマニノフ : ピアノ協奏曲第 � 番 & チェロ・ソナタ」

「ショパン : �� の前奏曲 & 幻想ポロネーズ」、「月光」「悲愴」を含む待望のベートーヴェンの

CD を ���� 年 � 月にリリースし、続けて �� 月にはベートーヴェンの「熱情」等を収めた最新

譜が発売された ( RCA Red Seal )。  さらに ���� 年秋に公開された映画 『 蜜蜂と遠雷 』( 恩田陸

原作 ) では主役・栄伝亜矢のピアノ演奏を担当している。���� 年はデビュー �� 周年を迎え、

特別リサイタルツアーを行う。

現在、 ドイツ・エッセンのフォルクヴァング芸術大学教授。

オフィシャル・ホームページ    http:// www.hisakokawamura. com/

河村 尚子（ ピアノ ）

振り返れば 20年という時間が超高速列車のようなスピードで過ぎていった。

その間、次のステップへの道しるべとなるかけがいのない出会いと演奏会、

公演後の幸せな笑顔と共感し合う感動の涙、

どんな時も私を見守ってくれる人々。

これらが満員電車のようにぎゅっと詰まっているということを、

東京オペラシティでデビューしたばかりの私には想像すらできなかっただろう。

大都市の人混みにも今は大分慣れ、

故郷の日本で演奏できる喜びと感謝の気持ちを毎回噛み締めている。

各地に音響の素晴らしいホールがあり、

他国とは比べ物にならない程の優秀なピアノ技術師が集まっている。

その上に、クラシック音楽が好きでたまらない聴衆が興味津々で

待っていてくれる日本の様な国が、世界のどこにあるだろうか？

ドイツ在住の私は日本で生まれ、ドイツで育ち、

日本と東欧の先生方に師事してきた。

この様な国際的な環境に恵まれ、音楽を通して刺激とインスピレーションを

受けながら毎日成長していける事を心より有難く感じている。

これからも精進し続けていければ、どんなに幸せなことであろうか。

あわせて、皆様に変わらぬお付き合いを願う次第だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  河村尚子

日本デビュー 20周年！

Hisako Kawamura,  Piano

委嘱作品「単彩の庭 Ⅸ」
作曲家・岸野末利加さんからの
メッセージ動画
※スマホ・タブレットでご覧ください


